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1. はじめに 

 テンプレートマッチング（以下 TM）予測[1]は，移動ベクト

ル情報が不要で圧縮効率を向上させることが可能な手法

の一つであるが，デコーダ側でも探索が必要なため処理

が重いことが課題になっている．本稿では，テンプレート内

の画素値の複雑さと TM 予測の有効性との関係を実験的

に明らかにし，効果のないブロックでは TM予測をしないこ

とで高速化を図ることができないかを検討した． 

2. テンプレート特性による探索制御 

TM 予測は図 1 のように，予測対象ブロックに隣接

した復号済み画素をテンプレートとして，復号済み領

域を探索し，類似領域に囲まれたブロックを予測値と

して使用する手法である．探索に復号済み画素のみを

使うため，回転・反転・拡大などテンプレート形状を

変化させてもオーバヘッド情報が増えないという利点

がある[2]．イントラ予測の場合，類似領域が予測対象

ブロックよりも離れた位置に存在することも少なくな

いため，探索領域は広く設定されることが多く，処理

時間が増大する．今回，TM の ON/OFF を，以下に示

すテンプレート内画素値の複雑さを用いて事前決定す

ることで探索時間短縮が行うことを検討した． 
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ここで𝑥𝑖はテンプレート内の画素値，m はテンプレ

ート内画素値の平均値である．C が定めたしきい値よ

りも小さい場合には TM=OFFとし探索はしない． 

3. 実験結果と考察 

提案方式の有効性を検証するため，文献[2]と同様の手

法（ただしテンプレートの拡大・縮小は除く）でデータ収集

を行った．今回の検証はイントラ予測のみであり，ブロック

ごとに TM 予測と HEVC 予測の有利な方を符号化する．

図 2は，TM予測が選択されたブロックについて，テンプレ

ート複雑さ指標 C とそのブロックにおける予測誤差改善度

（HEVC 予測誤差と TM 予測誤差の差分）を示している．

図 2よりテンプレート複雑度 Cが高いほど TM予測の効果

が大きく，C が小さいと効果は減少し HEVC 予測で代用し

ても大きな不利益にはならないことがわかる．すなわち C

が小さい場合には TM 予測をスキップしてもよいことを示し

ている．また図 3は，あるスクリーンコンテンツ画像の全ブロ

ックに対して，C の大きさの分布と，C ごとの TM 予測の効

果を測定したものである．Cが小さいブロックはHEVC予測

が有効に働いており，かつ全体に占める比率が高いため，

TM予測を OFFにすれば大幅な高速化が可能になる． 

４. まとめと今後の課題 

テンプレートの複雑さに応じてTM予測の効果が変化す

ることを利用して高速化を図る手法を検討した．今後は，

TM の ON/OFF のみならず探索範囲の適応化まで含めた

制御手法の検討が課題となる． 
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図1. テンプレートマッチング予測の概要 

 

図2.テンプレート内画素値の複雑さと予測誤差の減少値 

 

図3．テンプレート内画素値の複雑さとブロックの分布 
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